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• 例1：大学教育改革フォーラム in 東海 2010（2010年
3月13日、於・名古屋大学）
– http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/tf2010/
– パネルディスカッション「大学の学習支援における図書館の
可能性」
• 例2：京都大学新任教員教育セミナー2010（2010年9
月3日）
32
より総合的な「スタディ・スキルズ」へ
の関与
• 一つの例として…
–仮説とその検証
–データの収集・処理 （例：アンケート）
–研究文献の収集と評価
–研究成果の提示（小論文 ＋ プレゼン）
–論理的な表現
• どこに図書館が関与できるか？
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おわりに
34
「次の一歩」の情報・データ、
「次の一歩」のリテラシー
• 幅広い情報・データの活用は、研究面・社会
面での国家戦略・地域戦略となり得る？
– EUでは強く意識される
• 図書館としても「次の一歩」を見据える必要
–その一方で「基本に立ち返る」必要も？
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可能性と危惧
• 「知のあり方」自体が変わっていくのか？
–どのような「知的生産」が評価につながっていくの
か…
–参照：ニコラス・Ｇ・カー. ネット・バカ：インターネット
がわたしたちの脳にしていること. 青土社, 2010.
• 「知のあり方」の行方を探る上でも、図書館から
「研究・教育の世界」に積極的に飛び込んでい
く必要
36
図書館とは何をするところ？…
ありがとうございました
米国アリゾナ大学図書館（2010年3月）
中国・杭州図書館（2010年8月）
最後に…
• 日本図書館情報学会研究委員会編『図書館・
博物館・文書館の連携』（図書館情報学のフロ
ンティアno. 10）勉誠出版, 2010.（近刊）
http://www.bensey.co.jp/book/2270.html
– 古賀が編集委員の代表
– 10月10日（日） 学会シンポジウム開催（札幌・藤女子大学）
http://www.fujijoshi.ac.jp/jslis_58taikai/
• 京都大学春秋講義（公開講座） 平成22年度秋
期・月曜講義「電子書籍と出版」
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_data/h/h8/d2/news4/2010/101124_1.htm
– 佐藤卓己准教授（10/4）、古賀（10/18）、潮見佳男教授
（10/25）
– 京都大学百周年時計台記念館（吉田）にて
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